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乳幼児の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、あなたのお子さんの生活リズム（寝ること・食べること・遊ぶこと）で 

気になることや心配なことは何ですか？ 

  

今後、お子さんの生活リズムを整えるために、できそうなことや続けたいこ

とは何ですか？ 

１-１ 
 

おおきくな～れ 
 

わが子がすくすくと元気に育つことを願うのは、親として当たり前のことです。そのため

に生活リズム（寝ること・食べること・遊ぶこと）を整えたいと思いながらも、現代の大人

の生活パターンはそれぞれで、むずかしいところです。そんな環境の中でも、何かできるこ

とがあるかもしれません。みなさんと考えてみましょう。 

） 



 

１０ 
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１１ 
 

乳幼児の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたが、慎吾くんの親だったら、こんな時どう対応すると思いますか？ 

３歳くらいになってくると、いろいろな遊びを覚えたり、自分で靴を履いたりするなど、

これまでとは少し違った子どもの様子が見えるようになってきますね。でも、まだ他者の気

持ちを想像することができないので、子ども同士のトラブルも起こりがちです。このことに

ついてみなさんで考えてみましょう。 

１-２ 
 

子どものきもち 
 

 彩さんの息子の慎吾くんは、3歳。 

近くの公園で、仲良しのヒロくんと遊んでいます。ママたちは、子どもたちの様子を見ながら、

楽しくお喋りタイム・・・ 

 「ギャー‼」 びっくりして子どもたちの方を見ると、ヒロくんが倒れたまま泣いています。 

「慎吾‼ 何したの⁈」と怒鳴りながら、慎吾くんのママが駆け寄り「ヒロくんに謝りなさい‼」

と…慎吾くんは、悔しそうに泣くばかりです。 



 

１２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慎吾くんは、突然ママに怒られて、どんな気持ちだったと思いますか？ 

普段の子育ての中で、子どもの気持ちを大切にするために、親として心がけ

ていることはありますか？ 

また、これからできそうなことを考えてみましょう。 



 

１３ 
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１５ 
 

乳幼児の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもがきまりやマナーを守れるようになるために、どのように伝えたら良いのでしょうか？

また、親としてできそうなことを、皆さんで考えてみましょう。 

叱り方について考えてみましょう。 

保育園の帰り道、有紀さんと息子の隼人くんは、いつものスーパーに買い物に来ました。 

「今日も遅くなっちゃったね。お腹すいたでしょ。隼人、今日の夕飯は何が食べたい？」と

有紀さんが隼人くんを見ると、「これが食べたい！」とニコニコして大好きなスナック菓子を

しっかり胸に抱えています。レジを待っていると、隼人くんはスナック菓子の袋を開けて、食

べ始めてしまいました。 

有紀さんは「隼人！お金を払っていないのに食べちゃダメでしょ！お店の 

人に怒られるでしょ！」と、強い口調で言ってしまいました。 

エピソード 

どう思うか： 

下線の有紀さんの言葉を、あなたはどう思いますか？ 

また、あなたが有紀さんだったら、こんな時どうしますか？ 

私が有紀さんだったら： 

１-３ 
 

きまりやマナーどう伝える？ 
 



 

１６ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これから、あなたのお子さんにきまりやマナーを伝える時、どのように 

伝えてあげたいですか？ 
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１８ 
 

乳幼児の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-４ 
 

かわいいお手伝い 
 

３歳くらいになると、大人のお手伝いをしたい子どもが増えてきます。その対応方法につ

いて考えてみましょう。 

エピソード 

  ３歳になった将太くんは、最近お手伝いをしてくれます。 

お母さんが夕飯の支度をしていると、 

将太くん：「ママ、僕、テーブル拭くよ。布巾ちょうだい。」 

お母さん：「ありがとう。これ、お願いね。」 

将太くん：「うん。」 

将太くん：「ママ。次はお茶碗もっていくよ。ちょうだい。」 

お母さん：「お茶碗は、落とすと割れちゃうから、気をつけてね。」 

将太くん：「大丈夫、まかせて。」 

…ガシャーン!!  

お母さんが少し目を離したすきに、お茶碗が割れてしまいました。 



 

１９ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お手伝い： 

 

 

 

 

気をつけること： 

 

あなただったら、この後どうしますか？ 

 

あなたのお子さんは、どんなお手伝いをしていますか？ 

また、これからできそうなお手伝いはありますか？ 

 その際に、親として、気をつけることを考えてみましょう。 



 

２０ 
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２１ 
 

乳幼児の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒園する喜びの一方で、「大丈夫かな？」「これはできるかな？」など、まもなく小学校に

入学する子どもに対して不安はありませんか？ 叱るのではなく、まず「できていること」

を褒めてあげたり、認めてあげたりすることの大切さについて考えてみましょう。 

 

有くんは、就学時健診に行ってきたことを夢中でパパに話していて、夕食も進みません。 

さっきまで遊んでいたリビングを見ると、おもちゃも出しっ放しです。 

ママが「有くん、おもちゃ片付けなくちゃだめでしょ!！」と言っても、パパとのお話に、

まるで聞こえていない様子。そのうち、「もう、ゴハンいらな～い。」と言って、席を立った

かと思うと、今度は「ママ、本読んで～。」と本を持って走ってきました。 

そんな有くんの様子に、ママは思わず「有くん、もうすぐ 1年生になるのに、そんなこと

では学校に行けないでしょ！」と、強い口調で言ってしまいました。 

エピソード 

１-５ 
 

もうすぐ１年生 
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あなたのお子さんが小学校に入学するにあたって、心配や不安なことはあ

りますか？ 

あなたが有くんの親だったら、どのような対応をすると思いますか？ 

 あなたのお子さんを褒めてあげたいことや認めてあげたいことを、プチ 

自慢してみましょう。 
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２５ 
 

乳幼児の保護者対象 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美香ちゃんは、買ってもらったばかりのランドセルを背負って遊んでいます。４月の入学

式が待ち遠しいようです。お母さんも同じ気持ちです。 

でも、「大きなランドセルを背負って、１キロもある道のりを登校できるのかしら…」 

何だかお母さんは、ちょっと心配になってきました。 

エピソード 

もうすぐ小学校入学。親としては、これまでの子どもの成長をしみじみと感じていることでし

ょう。子どもに小学校生活を楽しんでほしいと願う気持ちと同時に、「大丈夫かなぁ？」と心配

になる時もあるかもしれません。あなたは、どうですか？ 

お子さんの小学校入学について、気になることや 

心配なことはありますか？ 

お子さんが入学したら、あなた自身が、楽しみにしていることや、やってみ

たいことはありますか。 

１-６ 
 

１年生になったら 
 



 

２６ 
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２８ 
 

乳幼児の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（就学時健康診断でのこと…） 

 舞子さん：「昨日、テレビでやってたんだけどさ…小１プロブレムって知ってる？」 

 加奈さん：「何それ？」 

 舞子さん：「小学校 1 年生になったばかりの子どもが、集団行動ができないとか、授業中にじっ

と座っていられなかったり、先生の話を集中して聞いていられなくて、授業ができな

いことがあるらしいよ。うちの子、大丈夫かなぁ…」 

  加奈さん：「そうなんだ，小学校の授業は４５分だっけ？ 決められた時間は、座って先生のお話

を聞けるようになってほしいけどね…」 

  舞子さん：「文章量の多い絵本の読み聞かせも、いいらしいよ。1 年生になる前に、少しずつ家で

できそうなことやってみようかな。」 

  加奈さん：「そうだね。うちの子はさ～小柄だから、学校まで遠いし、重いランドセルを背負って 

登校できるのか心配なのよ…」 

 

エピソード 

１年生になる前に 
 

１-７ 
 

お子さんが、安心してスムーズに小学校生活に慣れていってほしいと思うのは、家族の願いだと

思います。小学校の生活と幼稚園や保育園の生活は、どのような違いがあるのかを知り、お子さん

が 1 年生になる前に家庭でどのようなサポートができるのか、皆さんと考えてみましょう。 

 

あなたは、お子さんが 1 年生になる前に、どんなことができるようになって

いてほしいですか？  

 



 

２９ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク１のことが、少しずつでもできるようになるために、あなたや家族

ができそうなことはなんですか？  

 

 

今日参加して気づいたことや、今後の子育ての中でやってみようと思うこと

は何ですか？  
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茨城県教育委員会発行 「平成 30 年度 家庭教育ブック Ｐ12 」 より転載 資料２ 
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３３ 
 

乳幼児の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある日曜日。有美さんと３歳の遼くんは、電車に乗っておばあちゃんの家に向かっています。 

初めは、おとなしく席に座っていた遼くん。しばらくすると、飽きてしまったのか、電車の中

をうろうろ歩き始めました。危ないので、有美さんが注意をすると、「降りる～」と大騒ぎ…。 

ふと近くの席を見ると、同い年くらいの男の子が静かにゲームをしています。 

有美さんは、まだ早いような気がするし、止められなくなったらどうしようと考えると不安

で、まだ遼くんにゲームは持たせていません。でも・・・ 

エピソード 

私たちが子育ての中で、上手に電子機器（テレビ・スマホ・インターネット・ゲーム・パソ

コン等）を媒体にしたメディアを利用する方法を、みなさんで話し合ってみましょう。 

 

エピソードを読んで、あなたはどう思いますか？ 

１-８ 
 

メディアとの上手な付き合い方 
 



 

３４ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たちが子育ての中でこれらを上手に利用するために、注意することを考え

てみましょう。 

 

あなたの子育てを助けてくれる電子機器はありますか？ 「ある」場合は、 

それをどのような場面で、どれくらいの時間利用していますか？ 
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３６ 
 

乳幼児の保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おばあちゃんに娘さんから、お孫ちゃんの動画が送られてきました。 

もうすぐ寝るのか、お布団の上で、お父さんのお膝にちょこんと座っている愛ちゃん。 

おばあちゃんがプレゼントした動物の絵本を観ながら、お父さんが読み始めましたが、 

棒読みで、けして上手な読み方とは言えません。でも・・・ 

「ねえ～お父さん、ここにぞうさんがいるよ。」と愛ちゃんが言いました。 

「ほんとだ、いるね。」「これは？」とお父さんが聞くと「パンダだよ！」 

「愛ちゃん、このパンダは、何しようとしてるのかな？」「木登りじゃないかな？」・・・ 

その後も、ふたりは絵本を観ながら、楽しそうにお話ししていました。 

おばあちゃんは、その様子を見て、なぜか涙が溢れてきました。 

 

エピソード 

毎日忙しい中での子育てで、余裕がない時もあると思いますが、ちょっとだけ隙間の時間を 

みつけて親子で絵本を真ん中に、心の会話を楽しんでみるのも癒しの時間になります。 

 きちんと読んであげることよりも、絵本を通して自由に心を通わせることの大切さを考えて 

みましょう。 

 

おばあちゃんは、どうして涙が溢れてきたのでしょうか？ 

１-９ 
 

こころが通う読み聞かせ 
 



 

３７ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子で、お互いにコミュニケーションをとれるような楽しい読み聞かせをする

ためには、どんな工夫をしたら良いでしょうか？ 

 

 

 あなたの好きな絵本や、思い出の絵本や物語はありますか？ 



 

３８ 
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３９ 
 

乳幼児の保護者対象 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんな、どうしてるの？ 
 

１-１０ 
 

子育てをしている中で、「みんなは、どうしているのかな？」と、思うことはありませんか。 

みんなに聞いてみたいことをお話してみましょう。 

(例) 夫婦間での家事や子育ての役割分担は？                 

(例) 子どもと遊べる場所は？   

                                      

MEMO   



 

４０ 
 

 

 

 

資料 1 茨城県教育委員会発行「令和元年度 子育てアドバイスブック ひよこ 裏表紙」より転載 



 

４１ 
 

 

 

 

 

資料 2 茨城県教育委員会発行「令和元年度 子育てアドバイスブック クローバーＰ26」より転載 


